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要   旨：  Carolea、CassaneseおよびCoratinaなどイタリア栽培種の凍結乾燥オリーブ

果実をHPLC-MSで分析した。 
オリーブ果実の成熟のさまざまな段階で生体フェノール化合物（抗酸化）組成

を調べた。 
 
１２種類の生体フェノール化合物つまり、ヒドロキシチロソール、チロソール、

オレオシド 11-メチルエステル、デメチルオレウロペイン、バーバスコシド、デメ
チルリグストシド、オレアシン、オレウロペインジアール、デメチルオレウロペ

インジアール、オレウロペイン、リグストシド、およびエレノール酸がHPLC-MS
で確認された。 
オリーブ果実の主な水溶性の生体フェノール化合物であるオレウロペインは、

果実の成熟中に有意に減少し、オリーブ栽培種の間で有意差を示した。 
10月に摘出したCoratina種の果実(drupes)は他の単一栽培種よりも高い含量
の生体フェノール化合物を含有した。 
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